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議会報告会・意見交換会事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 議会事務局

会計 小事大事目項

対象

年２回、各公民館等を会場に議会報告会を開催するのと同時に、市民の方と意見交換会を実
施。

平成２１年度　第１回目の議会報告会を開催
平成２２年度　第２回目・３回目を開催　　平成２３年度　第４回目を開催
平成２４年度　第５回・第６回目を開催　　平成２５年度　第７回・第８回目を開催
平成２６年度　第９回・第１０回目を開催  平成２７年度　第１１回目を開催

議員自ら市内に出向き、議会の状況を報告するとともに、
市民からの意見を市政に反映できるように意見交換会を行
う。

主管課長竹内　繁教地方分権・広域行政への取組

名　　称 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

議会報告会・意見交換会
参加人数

161 164 64 人 →→

平成２６年度

0.10

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

698,700 690,927 753,000

・議員が自ら動き、議会報告会を運営
することができている。
・報告会のテーマを、市民に分かりや
すいものが設定できるよう、常任委員
会別で報告会の班編成を行った。

平成２５年度 平成２７年度

698,700 690,927 753,000

0.10 0.10

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

この２年間常任委員会単位で報告会を
実施した。今後も同様な体制で開催す
るかを検討する必要がある。

④今後の
改善計画

市民の来場が減少しているので、増加
するように周知方法を検討していく。

①今年度
(H２７)の
改善計画

②今年度
(H２７)に
実施した

取組

参加する市民がすべての報告会に参加
できるよう、４班の開催日時を分散さ
せて開催する。

市議会議員選挙のため報告会の開催は
１回であったが、いずれも日時、開催
場所を分散させて開催できた。


